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1. 制作の背景
　子どもの頃は文房具や教科書など自分の持ち物すべてに名
前を書いていたのに，成長するにつれて書かなくなってし
まった。中学，高校と上がるうちに持ち物には名前欄が無く
なり，「モノに名前を書く」行為自体がださいと感じたり，
必要性を感じなくなってしまうからだと考えた。子どもの頃
はみんなが同じようなモノを持っているので，自分のものと
他人のモノを区別するために書いていたのだと思う。大人に
なってモノに名前を書く機会が減っている。ただ，万年筆や
キーホルダーなどに名前を刻印するサービスがある。刻印す
ることでオリジナリティがでて “ 世界にひとつだけのもの ”
になる。自分だけのモノという思いが一層高まり，モノに対
する愛情も増す。大人がモノに名前を書く目的は子供の頃と
異なり，自己の所有欲を満たすためだと考えた。
　大人になって改めて持ち物に名前を書くことで紛失防止や
自己満足以外に新しい効果をプラスできるのではないかと感
じた。進級，進学や就職など新生活が始まる若い女性をター
ゲットに，コミュニケーションのきっかけになるような，自
分をアピールできるツールを提案したいと感じた。そこで若
い女性のための名前シールの制作を提案する。
2. 制作の目的
　若い女性でも，自分のキャラをアピールできるコミュニ
ケーションツールとしての名前シールがあれば，コミュニケー
ションのきっかけになると考えた。そこで名前シールに自分
そっくりのアイコンと，「歌がすき」「肉がすき」など自身の
趣味や好きな食べ物など内面的な要素を追加することで，初
対面の人にでも印象に残りやすく，自分をアピールできるコ
ミュニケーションツールを提案する。また自分自身もそのシー
ルを貼ることでより愛着が湧いたり，見ると元気がでて楽し
くなるようなデザインにする。人見知りの人でも自然と話し
かけられるような，つっこみたくなる名前シールを目指す。
3.「今日も誰かにつっこまれる名前シール」の提案
3-1　企画とターゲット
　進級，進学や就職など新しい生活が始まる若い女性をター
ゲットに，自分をアピールできるコミュニケーションツール
を提案する。そこで名前+外見+内面の3つ要素を1つのシー
ルにした名前シールを制作する。シールを貼ることでモノに
対してより愛着がわいたり，紛失防止になる。そのシールを
見ると｢これなに?｣とか｢犬が好きなの?｣など話しかけずには
いられないような，コミュニケーションのきっかけになる
シールを目指す。また，この名前シールを貼ることで自分自
身も毎日が楽しくなるようなデザインにする。
3-2　販売方法
　店舗もしくはネットにて販売する。常設の店舗ではなく，
ショッピングモールの特設会場や大型雑貨店にポップアップ
ストアとして出店販売する。今回はポップアップストアを想
定して製作した。販売システムはぱっと目を引くような陳列
でたくさんパーツの中から選ぶわくわく感や，つい手を伸ば
したくなるようなポップアップストアでの展開に魅力を感じ
たため，あえてアナログ的な方法で販売する。システムは透
明のプレートにパーツが描かれてあり，それを重ねていくこ
とでオリジナルの顔を作っていく。完成したものと名前をか
いたものを販売員に渡し，販売員は｢目は 9 番…｣などパーツと
名前を入力し，プリントアウトすることで名前シールが完成
する。
3-3　デザイン
　パーツは服（20 種），後ろ髪（30 種），前髪（20 種），輪
郭（20 種），目（20 種），鼻（20 種），口（20 種），襷（60 種），
装飾品（30 種）の全部で 9 パーツを組み合わせることで完
成する。襷には趣味や好きな食べ物についてくすっと笑える
ような言葉が書いてある。耳，首，服の形と位置を固定する
ことで，その他のパーツを組み換えできるようにした。貼る
モノ自体のデザインと合うようにするため，あまり色は使わ
ずにシール自体は透明なものを選んだ。女性向けのため，ど
のパーツを選んでもかわいらしくなるようにした。
4. 今後の課題
　各パーツの種類をもっと増やしたいと思う。特に趣味や好
きなものをアピールする襷のパーツは 60 種以上まだまだ必
要だと感じた。この制作を通じて，発案から制作までアイデ
アを形にすることの難しさを感じた。そのために日頃から
様々な素材や手法，デザインを見て実際に体験することが重
要だと感じた。またそのアイデアや意図をきちんと伝えるこ
と，読み取ることも大切だとこの卒業研究を進めていく上で
学んだ。この名前シールを使った人やつっこんだ人，見た人
が少しでもくすっと笑ってくれると嬉しい。
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